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(57)【要約】
　少なくとも１つの不織布層をそれぞれ含む第１及び第
２のベルト基材をそれぞれ含む前側及び後側エラストマ
ベルトと、少なくとも１つの不織布層と少なくとも１つ
のフィルム層とを含む中央シャーシと、を含むプルオン
使い捨て吸収性物品であって、第１の図形が、第１又は
第２のベルト基材の一方の不織布層の表面に印刷され、
第２の図形が、第１の又は第２のベルト基材の不織布層
、中央シャーシの層、バックシート及び外側カバーから
なる群のうちの少なくとも１つの表面に印刷され、任意
の第１の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数が
、任意の第２の図形と物品の外側表面との間の不織布層
の数と同じである、プルオン使い捨て吸収性物品。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の腰領域内に配置された前側エラストマベルト、第２の腰領域内に配置された後側
エラストマベルト、及び股領域内に配置された中央シャーシを含み、前記中央シャーシが
、前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトとの間で重なって延びるプルオ
ン使い捨て吸収性物品であって、
　前記物品が、外側表面と内側表面を含み、前記吸収性物品が、更に、トップシート、バ
ックシート、吸収性コア、及び必要に応じて外側カバーを含み、
　前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトが、第１のベルト基材を含み、
前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトが、第２のベルト基材を含み、
　前記第１のベルト基材が、前記第２のベルト基材から外側に配置され、
　前記第１のベルト基材が、少なくとも１つの不織布層を含み、各不織布層が、外側表面
と内側表面とを有し、
　前記第２のベルト基材が、少なくとも１つの不織布層を含み、各不織布層が、外側表面
と内側表面とを有し、
　前記中央シャーシが、少なくとも１つの不織布層と少なくとも１つのフィルム層とを含
み、各不織布層が、外側表面と内側表面とを有し、各フィルム層が、外側表面と内側表面
とを有し、
　第１の図形が、前記第１のベルト基材又は前記第２のベルト基材のうちの一方の不織布
層の表面に印刷され、
　第２の図形が、前記第１のベルト基材又は前記第２のベルト基材の不織布層、前記中央
シャーシの層、バックシート及び外側カバーからなる群のうちの少なくとも１つの表面に
印刷され、
　任意の第１の図形と前記物品の前記外側表面との間の前記不織布層の数が、任意の第２
の図形と前記物品の前記外側表面との間の不織布層の数と同じである、プルオン使い捨て
吸収性物品。
【請求項２】
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第２のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記外側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記中央シャーシの不織布層の前記
内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第２のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記外側表面に印刷され、前記第２の図形が、中央シャーシフィルム層の前記外側
表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記第１のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第１のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記内側表面に印刷され、前記第２の図形が、中央シャーシ不織布層の前記内側表
面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記第１のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第２のベルト基材が、前記第１の腰領域の第１の腰縁から前記股領域を通って前記
第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延び、
　前記第１の図形が、前記第１の腰領域及び前記第２の腰領域にある前記第２のベルト基
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材の不織布層の前記外側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記第２
のベルト基材の不織布層の前記内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記第１のベルト基材が、前記第１の腰領域の第１の腰縁から前記股領域を通って前記
第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延び、
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第１の腰領域及び前記第２の腰領域にある前記第１のベルト基
材の不織布層の前記内側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記第１
のベルト基材の不織布層の前記内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記第１のベルト基材が、前記第１の腰領域の第１の腰縁から前記股領域を通って前記
第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延び、
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第２のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記外側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記第１のベルト
基材の不織布層の前記内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記物品が、更に、外側表面と内側表面とを有する外側カバーを含み、
　前記第１のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第１のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記外側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記外側カバー不
織布の前記内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記物品が、更に、外側表面と内側表面と有する外側カバーを含み、
　前記第１のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第１のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記外側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記バックシート
の前記フィルム層の前記外側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記物品が、更に、外側表面と内側表面とを有する完全外側カバーを含み、
　前記第１のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第１のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記内側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記外側カバー不
織布の前記内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記物品が、更に、外側表面と内側表面とを有する完全外側カバーを含み、
　前記第１のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第２のベルト基材が、２つの不連続部分、前記前側エラストマベルトの第１の部分
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、及び前記後側エラストマベルトの第２の部分にあり、
　前記第１の図形が、前記第１のベルト基材の前記第１の部分及び前記第２の部分の不織
布層の前記内側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記バックシート
の前記フィルム層の前記外側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記第１のベルト基材が、前記第１の腰領域の第１の腰縁から前記股領域を通って前記
第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延び、
　前記第２のベルト基材が、前記第１の腰領域の第１の腰縁から前記股領域を通って前記
第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延び、
　前記第１の図形が、前記第１の腰領域及び前記第２の腰領域にある前記第１のベルト基
材の不織布層の前記内側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記第１
のベルト層の不織布層の前記内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　前記第１のベルト基材が、前記第１の腰領域の第１の腰縁から前記股領域を通って前記
第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延び、
　前記第２のベルト基材が、前記第１の腰領域の第１の腰縁から前記股領域を通って前記
第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延び、
　前記第１の図形が、前記第１の腰領域及び前記第２の腰領域にある前記第２のベルト基
材の不織布層の前記外側表面に印刷され、前記第２の図形が、前記股領域にある前記第１
のベルト基材の不織布層の前記内側表面に印刷された、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項１４】
　前記第１の腰領域に配置された前側エラストマベルト、第２の腰領域に配置された後側
エラストマベルト、及び股領域に配置された中央シャーシを有し、前記中央シャーシが、
前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトとの間で重なって延びるプルオン
使い捨て吸収性物品であって、
　前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトが、前記吸収性物品の前記外側
表面の一部分を構成する第１のベルト基材を含み、前記第１のベルト基材が、外側表面と
内側表面とを有し、
　前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトが、前記吸収性物品の前記内側
表面の一部分を構成する第２のベルト基材を含み、前記第２のベルト基材が、外側表面と
内側表面とを有し、
　前記中央シャーシが、少なくとも１つの不織布層と少なくとも１つのフィルム層とを含
み、各不織布層が外側表面と内側表面とを有し、各フィルム層が外側表面と内側表面とを
有し、
　第１の図形が、前記前側エラストマベルトの１つ以上の層に印刷され、
　第２の図形が、前記中央シャーシの１つ以上の層に印刷され、
　前記第１の図形と前記第２の図形との色差、ＣＭＣカラースケールによって決定される
ようなΔＥ１が、約５．０未満であり、
　前記第１の図形と前記第２の図形との光学濃度の差が、約０．３未満である、プルオン
使い捨て吸収性物品。
【請求項１５】
　前記第１の図形が、前記前側エラストマベルトの層の外側表面に印刷された、請求項１
４に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨てプルオン衣類に関する。
【背景技術】
【０００２】
　より下着のように見える使い捨て吸収性物品を作製することへの要望が存在する。吸収
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性物品が、下着様として認識されるかどうかに影響し得る幾つかの要因がある。これらの
要因としては、以下に限定されないが、継ぎ目の明瞭性、吸収性物品の目に見える表面上
のより高い割合の図形の存在、腰部及び脚部の特徴の外観、並びに２つ以上の吸収性物品
構成要素から始まる図形、又は２つ以上の吸収性物品構成要素全体に及ぶ図形が挙げられ
る。
【０００３】
　しかしながら、下着様の吸収性物品を設計し、仕上げるのを妨げる多くの障害が存在す
る。１つの障害は、吸収性物品が、別個の物品構成要素を寄せ集めたものであり、新しい
使い捨て吸収性物品技術が開発されると、追加の別個の物品構成要素を組み込む必要性が
生じ得ることである。吸収性物品構成要素が組み込まれる方法のために、物品の目に見え
る表面でさえも、継ぎ目、又は重複若しくは接続部分を有する場合がある。したがって、
これらの個別の構成要素に図形を配置し並べて、複数構成要素の構造が、継ぎ目が目立た
たず処理のばらつきが隠れた一体構造に見えるようにするのは難しい。
【０００４】
　更に、物品構造のタイプによっては、複数の構成要素に印刷されることがある図形の均
一な外観を維持するのが難しい。例えば、特定の図形が印刷された構成要素が、最終的に
、やはり図形が印刷された隣接構成要素とは異なる深さで物品に組み込まれることがある
。例えば、図形の特定部分が最外層に印刷されているかどうかによって、又はそうでない
場合、図形の様々な部分を透かして見ることができる層がどれかだけ不透明かによって、
様々な構成要素に印刷された又は外側表面に対して異なる深さで印刷されたときに様々な
部分の外観にある程度の差があることがあるという点で、均一で一貫して見せたい物体全
体の図形が影響を受ける可能性がある。これら及び他の理由のために、主流の技術を含み
、更には多数の吸収性物品の構成要素上に図形を含む吸収性物品であって、該図形が、構
成要素間の移行を強調せず、かつ全体的な下着様の外観を作り出すような方法で、ある吸
収性物品の構成要素から別の物品の構成要素へと及ぶようになっている吸収性物品を作る
ことは困難である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　下着の様に見える吸収性物品を提供し、同時に、最新の技術（例えば、低／非伸張性構
成要素と結合された高伸張性構成要素、高通気性構成要素など）の利益と機能性を提供す
る複数の吸収性物品構成要素を取り込むことが、本発明の要望である。より具体的には、
本発明の要望は、複数の目に見える吸収性物品構成要素上に配置されるか、又はそれらの
構成要素をまたぐと同時に均一な外観を作り出す図形を含む吸収性物品を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の腰領域に配置された前側エラストマベルトと、第２の腰領域に配置された後側エ
ラストマベルトと、股領域に配置された中央シャーシとを有し、前記中央シャーシが、前
側エラストマベルトと後側エラストマベルトの間で重なって延びるプルオン使い捨て吸収
性物品であって、
　前記物品が、外側表面と内側表面とを有し、前記吸収性物品が、更に、トップシート、
バックシート、吸収性コア、及び必要に応じて外側カバーを含み、
　前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトが、第１のベルト基材を含み、
前記前側エラストマベルトと前記後側エラストマベルトが、第２のベルト基材を含み、
　前記第１のベルト基材が、第２のベルト基材より外側に配置され、
　前記第１のベルト基材が、少なくとも１つの不織布層を含み、各不織布層が、外側表面
と内側表面とを有し、
　前記第２のベルト基材が、少なくとも１つの不織布層を含み、各不織布層が、外側表面
と内側表面とを有し、



(6) JP 2015-515920 A 2015.6.4

10

20

30

40

50

　前記中央シャーシが、少なくとも１つの不織布層と少なくとも１つのフィルム層とを含
み、各不織布層が、外側表面と内側表面とを有し、各フィルム層が、外側表面と内側表面
とを有し、
　第１の図形が、前記第１又は第２のベルト基材の一方の不織布層の表面に印刷され、
　第２の図形が、前記第１のベルト基材又は第２のベルト基材の不織布層、前記中央シャ
ーシ層、バックシート、及び外側カバーからなる群の少なくとも１つの表面に印刷され、
　任意の第１の図形と前記物品の前記外側表面との間の不織布層の数が、任意の第２の図
形と前記物品の前記外側表面との間の不織布層の数と同じである、プルオン使い捨て吸収
性物品。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本明細書は、本発明を構成するとみなされる主題を具体的に指摘しかつ明確に主張する
特許請求の範囲を結論とするが、本発明は、添付の図面と関連してなされた以下の説明に
よって更に理解されると考えられる。添付の図面において同様の参照符号が、実質的に同
一の要素を示すために用いられている。
【図１】典型的な使用時構成の例示的な使い捨てプルオン衣類の斜視図である。
【図２】典型的な使用時構成の例示的な使い捨てプルオン衣類の斜視図である。
【図３】内側表面を示す平坦な非収縮状態のプルオン衣類の平面図である。
【図４ａ】例示的な使い捨てプルオン衣類の図３の線４－４に沿って得られた第１の実施
形態の概略断面図である。
【図４ｂ】例示的な使い捨てプルオン衣類の図３の線４－４に沿って得られた第２の実施
形態の概略断面図である。
【図４ｃ】例示的な使い捨てプルオン衣類の図３の線４－４に沿って得られた第３の実施
形態の概略断面図である。
【図４ｄ】例示的な使い捨てプルオン衣類の図３の線４－４に沿って得られた第４の実施
形態の概略断面図である。
【図４ｅ】例示的な使い捨てプルオン衣類の図３の線４－４に沿って得られた第６の実施
形態の概略断面図である。
【図４ｆ】例示的な使い捨てプルオン衣類の図３の線４－４に沿って得られた第７の実施
形態の概略断面図である。
【図４ｇ】例示的な使い捨てプルオン衣類の図３の線４－４に沿って得られた８つの実施
形態の概略断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に適切な折り畳まれた外側脚カフの例の図３の線５－５に沿
って得られた概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本明細書で使用されるとき、用語「プルオン衣類」は、画定された腰開口部及び一対の
脚開口部を有する着用物品であって、脚開口部の中に脚を挿入して腰上まで物品を引っ張
り上げることによって着用者の身体上へと引っ張られる着用物品を指す。本明細書では、
用語「使い捨て」は、洗濯、又は別の方法で衣類として復元若しくは再利用することを目
的としない衣類（即ち、１回の使用後に廃棄され、好ましくはリサイクルされるか、堆肥
化されるか、ないしは別の方法で環境に適した方式で処理されることを目的とする）を説
明するために使用される。また、プルオン衣類は、身体から排出された様々な浸出物を吸
収し収容するために「吸収性」であることが好ましい。吸収性物品の好ましい実施形態は
、図１に示される使い捨て吸収性プルオン衣類である。
【０００９】
　本明細書で使用されるとき、用語「吸収性物品」は、尿、便及び／又は月経分泌物を吸
収し収容するために幼児や他の失禁症状のある個人によって一般に着用されるプルオン衣
類を指す。しかしながら、吸収性物品という用語は、トレーニングパンツ、失禁者用ブリ
ーフ、女性用生理衣類又はパンティなどの他の衣類にも適用できることを理解されたい。
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幾つかの実施形態では、「吸収性物品」は、テープ付きおむつを指すことがある。
【００１０】
　本明細書で使用するとき、用語「弾性」、「エラストマ」、及び「エラストマ性」は、
一般に破断又は断裂することなく少なくとも５０％のひずみまで伸張することができ、か
つ、変形力が除去された後、実質的にその元の寸法まで回復することができる材料を指す
。
【００１１】
　用語「繊維ウェブ」は、本明細書において、スパンボンド、メルトブロー、カーディン
グなどの方法によって、連続的な（長い）フィラメント（繊維）及び／又は非連続的な（
短い）フィラメント（繊維）から作製された材料を指す。例には、明確な織られたか又は
編まれたフィラメントパターンのない不織布、及びその他の織物カバースタックが挙げら
れる。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、用語「接合された」は、１つの要素を他の要素に直接固着す
ることによりその要素を他の要素に直接固定した形体と、１つの要素を中間部材に固着し
、次にその中間部材を他の要素に固着することによりその要素を他の要素に間接的に固定
した形体とを包含する。
【００１３】
　用語「実質的回復」は、本明細書で使用されるとき、弾性材料の応答を定義し、その材
料は、伸張力によって導入された伸張の少なくとも８０％、ほとんどの場合は伸張の少な
くとも９０％を回復する。例えば、１０．１６センチメートル（４インチ）の試料が、５
０％、即ち５．０８センチメートル（２インチ）伸張すると、伸張力が除かれた後で、５
．０８センチメートル（２インチ）の伸張のうちの少なくとも４．０６センチメートル（
１．６インチ）、好ましくは少なくとも４．５７センチメートル（１．８インチ）回復す
る。
【００１４】
　用語「基材」は、本明細書においては、材料として、主に２次元（即ち、ＸＹ平面）で
あり、その厚さ（Ｚ方向）が、その長さ（Ｘ方向）及び幅（Ｙ方向）と比べて比較的小さ
い（即ち、１／１０以下である）材料を説明するために用いられる。基材の非限定的な例
としては、例えば、ウェブ、繊維性材料の層、不織布、及び高分子フィルム又は金属箔な
どのフィルム及び箔が挙げられる。これらの材料は、単独で使用されてもよく、又は一緒
に積層化された２つ以上の層を備えてもよい。したがって、ウェブは、基材でもよく、２
つ以上の基材の積層物でもよい。
【００１５】
　図１は、吸収性物品２０の斜視図である。図２は、吸収性物品２０の斜視図である。吸
収性物品２０は、縦方向中心線Ｌ１と横方向中心線Ｔ１とを有する（図３も参照）。吸収
性物品２０は、外側表面２２、外側表面２２に対向する内側表面２４、前側領域２６、後
側領域２８、股部領域３０、及び前側領域２６と後側領域２８とを接合して、２つの脚開
口部３４と腰開口部３６を形成する継ぎ目３２を有する。
【００１６】
　図１、図２及び図３に示された実施形態では、吸収性物品２０は、着用者の股領域を覆
う吸収性中央シャーシ３８と、腰開口部３６のまわりに横方向に延在するベルト４０とを
含む。ベルト４０は、前側エラストマベルト８４と後側エラストマベルト８６とを含む。
吸収性物品２０は、中央シャーシ３８を覆う外側カバー層４２を含んでもよい。ベルト４
０は、腰開口部３６を規定する。ベルト４０、中央シャーシ３８、及び／又は外側カバー
層４２は、脚開口部３４を共同で規定することがある。
【００１７】
　図３で、ベルト層又はベルト基材の１つ以上は、第１の腰領域２６内の第１の腰縁１３
４から股領域を通って第２の腰領域２８内の第２の腰縁１３８まで延在し、吸収性物品２
０の外側表面の一部分を形成してもよい。
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【００１８】
　吸収性中央シャーシ３８は、中央シャーシ３８上にある身体浸出物を吸収し収容する。
図３の実施形態では、中央シャーシ３８は、縦方向中心線Ｌ１、横方向中心線Ｔ１、及び
左右の縦方向に延在する側縁部４８（以下では、「縦方向側縁部」とも呼ぶことがある）
と、前後の横方向に延在する端縁部５０（以下では、「横方向端縁部」とも呼ぶことがあ
る）とを有する概略矩形形状を有する。中央シャーシ３８は、また、吸収性物品２０の前
側腰領域２６内に位置決めされた前側腰パネル５２、後側腰領域２８内に位置決めされた
後側腰部パネル５４、及び股部領域３０の前側腰パネル５２と後側腰パネル５４との間の
股部パネル５６を有する。中央シャーシ及び／又は股パネル、即ち、中央シャーシの、前
側エラストマベルトとも後側エラストマベルトとも重ならない部分は、少なくとも１つの
不織布層と少なくとも１つのフィルム層を含んでもよく、各層は、外側表面と内側表面と
を有する。
【００１９】
　図４ａ及び図４ｂに示された実施形態では、吸収性物品２０は、着用者の腰の少なくと
も一部分を取り囲むように意図された前側及び後側エラストマベルト８４、８６を含んで
もよく、前側及び後側ベルト部分８４、８６は、中央シャーシ３８によって接続されて吸
収性物品２０の股領域３０を構成する。前側及び後側ベルト８４及び８６は、吸収性物品
の外側表面２２（図示せず）の一部分を形成する第１のベルト基材８２から形成されても
よく、第１のベルト基材は、２つの縦方向に離間した材料ウェブから形成されてもよい。
前側及び後側ベルト８４及び８６は、また、吸収性物品２０の内側表面２４（図示せず）
の一部分を形成する第２のベルト基材８３を含んでもよく、第２のベルト基材８３は、２
つの縦方向に離間された材料ウェブから形成されてもよい。第２のベルト基材は、横方向
に不連続に離間されてもよい。第１及び第２のベルト基材８２，８３は、実質的に同じ材
料で形成されてもよく、異なる材料を含んでもよい。第１及び第２のベルト基材８２，８
３は、不織布、フィルム、フォーム、弾性不織布、又はこれらの組み合わせから形成され
てもよい。前側及び後側ベルト８４、８６は、第１のベルト基材８２と第２のベルト基材
８３の間に配置されたエラストマ材料を含むこともできる。エラストマ材料は、１つ以上
の弾性ストランド、エラストマフィルム、エラストマリボン、エラストマ不織布、エラス
トマフィラメント、エラストマ系接着剤、エラストマフォーム、スクリム、又はこれらの
組み合わせを含んでもよい。エラストマ材料の一部分は、外側カバー層又はベルト基材の
一方若しくは両方と直接組み合わされてもよく、その一部を形成してもよい。吸収性物品
の中央シャーシ３８は、外側表面２２、外側カバー４２、内側表面２４、トップシート５
８、及びトップシート５８とバックシート６０の間に配置された吸収性コア６２を含むこ
とができる。バックシートは、例えば、不織布材料、織物材料、又はこれらの材料の１つ
以上の組み合わせを含むフィルム又は積層物などの任意の繊維ウェブから形成されてもよ
い。一実施形態では、バックシートは、フィルム及び不織布積層物であり、積層物の不織
布が、外側カバー層を形成してもよい。更に、中央シャーシ３８は、中央シャーシの側縁
部又はその隣りに配置された伸縮性障壁脚カフ６４を含むことができる。前側及び後側ベ
ルト８４、８６は、中央シャーシの少なくとも一部分と重なってもよく、ベルト部分の一
方又は両方は、中央シャーシの外側表面に配置されてもよく、又は別の方法としては中央
シャーシの内側表面に配置されてもよい。第２のベルト基材の一部分及び／又は第１のベ
ルト基材の一部分は、外側カバー層に直接取り付けられてもよい。あるいは、前側ベルト
及び後側ベルト８４、８６は、ベルトの第１の面を形成する縦方向に離間された材料ウェ
ブを含んでもよく、ウェブは、ベルトの腰縁（又は別の方法としては、脚開口部縁部）に
沿って折り畳まれて、エラストマ材料を包み、ベルトの第２の面の少なくとも一部分を形
成する。換言すると、ベルト部分のそれぞれの内側表面と外側表面の少なくとも一部分は
、単一の材料ウェブから形成されてもよい。
【００２０】
　第１のベルト基材８２は、第２のベルト基材８３より外側に配置されてもよい。第１の
ベルト基材と第２のベルト基材はそれぞれ、少なくとも１つの不織布層を有してもよく、
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各不織布層は、外側表面と内側表面とを有し、外側表面は、吸収性物品の外側表面に向け
て配置され、内側表面は、吸収性物品の内側表面に向けて配置される。図４ａ及び図４ｂ
に示したような幾つかの実施形態では、第１のベルト基材及び／又は第２のベルト基材は
、２つの不連続部分、前側エラストマベルト８２ａ及び８３ａの第１の部分、及び後側エ
ラストマベルト８２ｂ及び８３ｂの第２の部分にあってもよい。
【００２１】
　第１の図形は、第１のベルト基材又は第２のベルト基材のうちの一方の不織布層の表面
に印刷されてもよい。第２の図形は、第１のベルト基材又は第２のベルト基材の不織布層
、中央シャーシ層、バックシート及び外側カバーからなる群のうちの１つの表面に印刷さ
れてもよい。幾つかの実施形態では、追加の図形が、物品の他の層、例えば、ベルト基材
、エラストマ材料、中央シャーシの層、又はバックシート若しくは外側カバーの層のいず
れに印刷されてもよい。幾つかの実施形態では、任意の第１の図形と吸収性物品の外側表
面との間の不織布層の数は、任意の第２の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数と
同じでよい。幾つかの実施形態では、特定の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数
が、他の任意又は全ての図形と物品の外側表面との間の織布層の数と同じでもよい。
【００２２】
　例えば、図４ａ及び図４ｂでは、第１の図形９０は、第２のベルト基材の第１の部分及
び第２の部分の不織布層の外側表面に印刷されてもよい。あるいは、第１の図形９０は、
第１のベルト基材の第１の部分及び第２の部分の不織布層の内側表面に印刷されてもよい
。いずれの場合も、第１の図形は、物品の外側表面を見ることより分かるように、１つの
不織布層を通して見ることができる。第２の図形９１は、中央シャーシの不織布層の内側
表面に印刷されてもよい。あるいは、第２の図形９１は、中央シャーシフィルム層の外側
表面に印刷されてもよい。いずれの場合も、第２の図形は、１つの不織布層を通して見る
ことができる。したがって、任意の第１の図形と吸収性物品の外側表面との間の不織布層
の数は、任意の第２の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数と同じでよく、その結
果、全ての図形の外観が均一になる。
【００２３】
　幾つかの実施形態では、第１又は第２のベルト基材内に複数の不織布層があってもよい
。例えば、一実施形態では、第１のベルト基材は、２つの不織布層、内側不織布層、及び
外側不織布層を含んでもよい。第１の図形は、第１のベルト基材の第１及び第２の部分の
両方の内側不織布層の外側表面に印刷されてもよい。第２の図形は、中央シャーシ不織布
層の内側表面に印刷されてもよく、又は中央シャーシフィルム層の外側表面に印刷されて
もよい。そのような場合、第１及び第２の図形のそれぞれと物品の外側表面との間の不織
布層の数が同じであり、その結果、物品の外観が均一になる。第１及び第２の図形のそれ
ぞれと物品の外側表面との間の不織布層の数は、１つ、２つ、又は任意の数であってよく
、図形が吸収性物品の外側表面に印刷された場合にはゼロであってもよい。物品全体にわ
たる全図形の均一な外観を維持するのは、第１及び第２の図形のそれぞれと物品の外側表
面との間の不織布層の数が同じであることである。
【００２４】
　図４ａ及び図４ｂの説明で、他の実施形態の説明と同じように、不織布層が適度の秤量
を有することができ、その結果、特定数の不織布層が、等しい数の他の不織布層と実質的
に同じ総秤量を有することを理解されたい。更に、特定数又は不織布層（１つ以上）が、
実質的に異なる数の不織布層と同じ総秤量を有してもよいことを理解されたい。同様に、
特定数の不織布層の適度の不透明度は、実質的に等しい数の他の不織布層と同じ不透明度
を有してもよい。更に、特定数又は不織布層（１つ以上）が、異なる数の不織布層と実質
的に同じ総不透明度を有することができることを理解されたい。したがって、所定の秤量
の幾つかの不織布層が、任意の第１の図形と吸収性物品の外側表面との間に配置され、同
じ秤量の同数の不織布層が、任意の第２の図形と物品の外側表面との間に配置されたとき
、任意の第１の図形と吸収性物品の外側表面との間の材料の全秤量は、任意の第２の図形
と物品の外側表面との間の材料の全秤量と実質的に同じであり、それにより、図形外観が
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均一になる。同様に、任意の第１の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数と、任意
の第２の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数が異なるときは、第１の図形と外側
表面との間の層及び第２の図形と外側表面と間の層の秤量が、実質的に同じであり、その
結果、第１及び第２の図形が、物品の外側から見たときに均一の図形外観を提供すること
が望ましい。同様に、任意の第１の図形と吸収性物品の外側表面との間の不織布層の数が
、任意の第２の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数と異なるときは、任意の第１
の図形と吸収性物品の外側表面との間の材料の不透明度が、任意の第２の図形と物品の外
側表面との間の材料の不透明度と実質的に同じであり、その結果、第１の図形と第２の図
形とが均一な図形外観を提供することが望ましい。したがって、図形が印刷された２つの
構成要素の秤量又は不透明度を一致させることによって、均一な図形外観を達成すること
ができる。
【００２５】
　更に、光沢、レイダウン均一性、及び色などの他の光学特性が、様々な表面に印刷され
た図形を含む様々な領域と吸収性物品の外側表面との間で類似しており、その結果、図形
全体が均一に見えるようになっていてもよい。したがって、幾つかの実施形態では、任意
の第１の図形と物品の外側表面との間の不織布又は複合不織布層の光沢が、任意の第２の
図形と物品の外側表面との間の不織布又は複合不織布層の光沢と同じであってもよい。
【００２６】
　この吸収性物品に使用される材料、並びに該材料の秤量及び不透明度の例としては、秤
量約８ｇｓｍ（グラム／平方メートル）と約１５％の不透明度を有するＳＭＳウェブ（ス
パンボンド－メルトブローン－スパンボンドウェブ）（例えば、Ａｖｇｏｌ　Ｎｏｎｗｏ
ｖｅｎｓ　ＬＴＤ（Ｔｅｌ　Ａｖｉｖ，Ｉｓｒａｅｌｓ）製の商品名ＸＬ－Ｓ７０－２６
）；約１１ｇｓｍと約１８％～約２５％の不透明度を有するＳＭＳウェブ；約１７ｇｓｍ
と約２０％の不透明度を有するソフトバンドＳＳＳウェブ（例えば、Ｐｅｇａｓ　Ｎｏｎ
ｗｏｖｅｎｓ　ＡＳ（Ｚｎｏｊｍｏ，Ｃｚｅｃｈ　Ｒｅｐｕｂｌｉｃ）製の商標名１８　
ＸＸ　０１　００　０１　００（ＸＸ＝秤量））；約１５ｇｓｍと約１８％の不透明度を
有するＳＳＳウェブ（例えば、Ｇｕｌｓａｎ　Ｓｅｎｔｅｔｉｋ　Ｄｏｋ　Ｓａｎ　ＶＥ
　ＴＩＣ　ＡＳ（Ｇａｚｉａｎｔｅｐ，Ｔｕｒｋｅｙ）製の商品名ＳＢＸＸＦ０ＹＹＹ（
ＸＸ＝秤量；ＹＹＹ＝スリット幅））、約２５ｇｓｍと約３５％の不透明度を有するＨＥ
ＳＢ（高伸張性スパンボンド）ウェブ（例えば、ペＦｉｒｓｔ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｎｏｎ
ｗｏｖｅｎｓ　Ｉｎｃ．（Ｈａｚｅｌｔｏｎ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）製の商品名Ｓ
ＥＨ２５０３ＸＸＸ（ＸＸＸ＝スリット幅））、及び約１７ｇｓｍと約１８％の不透明度
を有するバイコンポーネントＳＳウェブが挙げられる。幾つかの実施形態では、任意の第
１の図形と物品の外側表面との間の不織布層又複合不織布層の不透明度は、約１０％～約
５０％、幾つかの実施形態では約５％～約４５％、更に別の実施形態では約１０％～約４
０％、又は約１０％～約３０％でよい。
【００２７】
　幾つかの実施形態では、第１の図形より外側の層の合計秤量は、約８ｇｓｍ～約３８ｇ
ｓｍ、幾つかの実施形態では約８ｇｓｍ～約２５ｇｓｍ、更に別の実施形態では約６ｇｓ
ｍ～約３５ｇｓｍでよい。幾つかの実施形態では、不織布又は複合不織布層の秤量（ウェ
ブ）均一性は、約２０％未満であり、変動係数は、約１７．５％未満でもよく、約１５％
未満でもよい。秤量の均一性は、ウェブ全体にわたって少なくともｎ＝３０個の試料に関
して取得された秤量間の変動係数によって測定され、試料サイズは１５ｍｍ×２５．４ｍ
ｍである。
【００２８】
　幾つかの実施形態では、不織布又はフィルム材料の光沢は、約８光沢単位以下でよい。
幾つかの実施形態では、光沢は、約６光沢単位でよく、幾つかの実施形態では、光沢は、
約４～約８光沢単位でよい。
【００２９】
　幾つかの実施形態では、図４ｂのように、前側及び後側エラストマベルトが、中央シャ
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ーシの外側表面に配置されてもよく、その場合、第２の図形が、中央シャーシの股パネル
部分だけに印刷され、第１の図形が、第１及び第２のベルト基材の両方部分の長さ全体に
印刷されてもよく、その結果、第１の腰縁から第２の腰縁まで均一な外観の、実質的に連
続した図形が得られる。他の幾つかの実施形態では、図４ａのように、前側及び後側エラ
ストマベルトが、中央シャーシの内側表面に配置されてもよく、その場合、第２の図形が
、中央シャーシの全長さに印刷され、第１の図形が、第１及び第２のベルト基材の、中央
シャーシと重ならない部分だけに印刷されてもよく、その結果、この場合も、第１の腰縁
から第２の腰縁まで均一な外観の、実質的に連続した図形が得られる。
【００３０】
　図４ｃ、図４ｄ及び図４ｇに示された実施形態では、吸収性物品２０が、前側及び後側
腰領域２６，２８にそれぞれ配置され、着用者の腰の少なくとも一部分を包囲するように
意図された前側及び後側エラストマベルト８４、８６を含んでもよく、前側及び後側ベル
ト８４、８６は、物品の股領域３０を形成する中央シャーシによって接続される。前側及
び／又は後側ベルトは、第１の腰領域２６の第１の腰縁１３４から股領域を通って第２の
腰領域２８の縦方向反対側の第２の腰縁１３８まで延在し、吸収性物品２０の外側表面及
び／又は内側表面の一部分を形成する、第１及び／又は第２のベルト基材から形成されて
もよい。前側及び後側ベルト８４、８６はまた、吸収性物品の内側表面２４又は外側表面
２２の一部分をそれぞれ形成する第１及び／又は第２のベルト基材を含んでもよく、第１
及び／又は第２のベルト基材は、図４ｃ及び図４ｄに示されたような２つの縦方向に離間
された材料ウェブから形成されてもよい。そのような実施形態では、ベルトは、第１の腰
縁から股部を通って第２の腰縁まで延在する１つの連続ベルト基材と、縦方向反対側の腰
領域に配置された１対の縦方向に離間されたウェブの他のベルト基材によって形成される
。
【００３１】
　一般に、第１のベルト基材８２は、第２のベルト基材８３より外側に配置されてもよい
。第１のベルト基材と第２のベルト基材はそれぞれ、少なくとも１つの不織布層を有して
もよく、各不織布層は、外側表面と内側表面とを有し、外側表面は、吸収性物品の外側表
面に向けて配置され、内側表面は、吸収性物品の内側表面に向けて配置される。幾つかの
実施形態では、第１のベルト基材及び／又は第２のベルト基材は、２つの不連続部分、前
側エラストマベルトの第１の部分、及び後側エラストマベルトの第２の部分にあってもよ
い。
【００３２】
　前側ベルトと後側ベルトはまた、第１のベルト基材と第２のベルト基材との間に配置さ
れたエラストマ材料を含んでもよい。エラストマ材料は、弾性ストランド、エラストマフ
ィルム、エラストマリボン、エラストマ不織布、エラストマフィラメント、エラストマ系
接着剤、エラストマフォーム、スクリム又はこれらの組み合わせを含むことができる。幾
つかの実施形態では、図形は、特にエラストマ材料がフィルムの場合に、エラストマ材料
の外側表面又はエラストマ材料の内側表面に印刷されてもよい。吸収性物品の中央シャー
シ３８は、外側表面２２、バックシート６０、内側表面２４、トップシート５８、及びト
ップシート５８とバックシート６０の間に配置された吸収性コア６２を含むことができる
。第１のベルト基材は、外側表面２２の一部分を形成することができる。更に、中央シャ
ーシは、中央シャーシの側縁部又はその近くに配置された伸縮性障壁脚カフ６４を含むこ
とができる。第２のベルト基材は、中央シャーシの少なくとも一部分と重なってもよく、
第２のベルト基材ウェブの一方又は両方は、第１のベルトの外側表面、又は別の方法とし
ては第１のベルトの内側表面を形成してもよい。あるいは、第１のベルト基材の前側部分
及び／又は後側部分は、ベルト領域の腰縁に沿って折り畳まれて、エラストマ材料を包み
、前側及び後側ベルト部分８４、８６の一方又は両方の第２のベルト基材の一部分を形成
してもよい。換言すると、ベルト部分それぞれの内側表面と外側表面は、単一の材料ウェ
ブから形成されてもよい。
【００３３】
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　図４ｃにおいて、第１のベルト基材は、２つの不連続部分、前側エラストマベルトの第
１の部分、及び後側エラストマベルトの第２の部分にあってもよい。第２のベルト基材は
、第１の腰領域の第１の腰縁から股領域を通って第２の腰領域の縦方向反対側の第２の腰
縁まで延在することができる。第１の図形９０は、第１及び／又は第２の腰領域にある第
２のベルト基材の不織布層の外側表面に印刷されてもよい。あるいは、第１の図形が、第
１のベルト基材の第１及び／又は第２の部分の不織布層の内側表面に印刷されてもよい。
いずれの場合も、第１の図形は、物品の外側表面を見ると分かるように、１つの不織布層
を通して見ることができる。第２の図形９１は、腰領域にある第２のベルト基材の不織布
層の内側表面に印刷されてもよい。第２の図形もまた、１つの不織布層を通して見ること
ができる。したがって、任意の第１の図形と吸収性物品の外側表面との間の不織布層の数
が、任意の第２の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数と同じでよく、その結果、
全ての図形の外観が均一になる。
【００３４】
　図４ｄでは、第１のベルト基材は、第１の腰領域の第１の腰縁から股領域を通って第２
の腰領域の縦方向反対側の第２の腰縁まで延在してもよい。第２のベルト基材は、２つの
不連続部分、前側エラストマベルトの第１の部分、及び後側エラストマベルトの第２の部
分にあってもよい。第１の図形９０は、第２のベルト基材の第１及び／又は第２の部分の
不織布層の外側表面に印刷されてもよい。あるいは、第１の図形９０は、第１のベルト基
材の、第１及び／又は第２の腰領域にある不織布層の内側表面に印刷されてもよい。いず
れの場合も、物品の外側表面を見ることにより分かるように、第１の図形は、１つの不織
布層を通して見ることができる。第２の図形９１は、腰領域にある第１のベルト基材の不
織布層の内側表面に印刷されてもよい。あるいは、第２の図形９１は、バックシート６０
上、即ち、バックシートのフィルム層の外側表面（又は、フィルム層が透明な場合、即ち
フィルム層が、図形の均一性に対する影響が最小となるような十分に低い不透明度を有す
る場合には、バックシートフィルム層の内側表面）に印刷されてもよい。いずれの場合も
、第２の図形は、１つの不織布層を通して見ることができる。したがって、任意の第１の
図形と吸収性物品の外側表面との間の不織布層の数は、任意の第２の図形と物品の外側表
面との間の不織布層の数と同じでよい。
【００３５】
　幾つかの実施形態では、第１又は第２のベルト基材内に複数の不織布層があってもよい
。例えば、一実施形態では、第１のベルト基材は、２つの不織布層、内側不織布層、及び
外側不織布層を含んでもよい。
【００３６】
　図４ｅ及び図４ｆに示された実施形態では、吸収性物品２０は、全外側カバー層４２を
含んでもよく、この全外側カバー層４２は、第１の腰領域２６内の前側腰縁１３４から股
領域を通り、第２の腰領域２８内の縦方向反対側の後方腰縁１３８まで延在する。物品は
また、着用者の腰を取り囲むように意図された前側及び後側ベルト８４、８６を含み、前
側及び後側ベルト８４、８６は、吸収性物品２０の外側カバー層４２及び／又は中央シャ
ーシ３８に接続される。前側及び後側ベルトは、ベルトの外側表面の一部分を形成する第
１のベルト基材から形成され、第１のベルト基材は、材料の２つの縦方向に離間したウェ
ブから形成される。前側及び後側ベルト部分はまた、吸収性物品の内側表面の一部分を形
成する第２のベルト基材を含み、第２のベルト基材は、材料の２つの縦方向に離間したウ
ェブから形成される。第１及び第２のベルト基材は、実質的に同じ材料から形成されても
よく、様々な材料を含んでもよい。第１及び第２のベルト基材は、不織布、フィルム、フ
ォーム又はこれらの組み合わせから形成されてもよい。前側及び後側ベルトはまた、第１
のベルト基材と第２のベルト基材との間に配置されたエラストマ材料を含むことができる
。エラストマ材料は、弾性ストランド、エラストマフィルム、エラストマリボン、エラス
トマ不織布、エラストマフィラメント、エラストマ系接着剤、エラストマフォーム、スク
リム、又はこれらの組み合わせを含むことができる。
【００３７】
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　前側及び／又は後側ベルトは、図４ｅのように、外側カバー層の内側表面に配置されて
もよい。あるいは、前側及び／又は後側ベルトは、図４ｆのように、外側カバー層の外側
表面に配置されてもよい。１つの実施形態では、外側カバー層が、物品の、腰領域の内の
内側表面の一部分を形成し、第１のベルト基材が、物品の外側表面の一部分を形成する。
第２のベルト基材は、存在するとき、第１のベルト基材と外側カバー層との間に配置され
てもよい。吸収性物品２０の中央シャーシ３８は、外側表面２２、バックシート６０、内
側表面２４、トップシート５８、及びトップシート５８とバックシート６０との間に配置
された吸収性コア６２を含むことができる。更に、中央シャーシ３８は、中央シャーシ３
８の側縁部又はそれに隣接して配置された伸縮性の障壁脚カフ６４を含むことができる。
前側及び後側ベルト８４、８６の一方又は両方は、中央シャーシ３８の少なくとも一部分
と重なってもよく、ベルトの一方又は両方は、中央シャーシ３８の外側表面に配置されて
もよく、又は別の方法としては中央シャーシ３８の内側表面に配置されてもよい。前側ベ
ルト及び後側ベルト８４、８６の一方又は両方は、ベルトの第１の面を形成する縦方向に
離間した材料ウェブを含んでもよく、ウェブは、ベルトの腰縁３６に沿って折り畳まれて
、エラストマ材料を包み、ベルトの第２の面の少なくとも一部分を形成する。換言すると
、ベルト部分の一方又は両方の内側表面及び外側表面の一部又は全体は、材料の単一ウェ
ブから形成されてもよい。前側及び後側ベルトの一方又は両方のしわ、ひだ、折れ線は、
外側カバー層のものと異なる構成、サイズ、向き、形状などを有してもよい。外側カバー
層４２が、前側及び／又は後側ベルトの外面に配置される実施形態では、外側カバー層は
、腰縁に沿って折り畳まれて、前側及び／又は後側ベルトの端部と重なり、物品の内側表
面の一部分を形成してもよい。
【００３８】
　一般に、第１のベルト基材は、第２のベルト基材８３より外側に配置されてもよい。第
１のベルト基材と第２のベルト基材はそれぞれ、少なくとも１つの不織布層を有してもよ
く、各不織布層は、外側表面と内側表面とを有し、外側表面は、吸収性物品の外側表面に
向けて配置され、内側表面は、吸収性物品の内側表面に向けて配置される。完全外側カバ
ーは、外側表面と内側表面とを有してもよい。幾つかの実施形態では、第１のベルト基材
及び／又は第２のベルト基材は、２つの不連続部分、前側エラストマベルトの第１の部分
、及び後側エラストマベルトの第２の部分にあってもよい。
【００３９】
　図４ｅで、第１の図形９０は、第１の腰領域及び第２の腰領域にある外側カバーの内側
表面に印刷されてもよい。あるいは、第１の図形９０は、第１のベルト基材の第１及び／
又は第２の部分の不織布層の外側表面に印刷されてもよい。いずれの場合も、第１の図形
は、物品の外側表面を見て分かるように、１つの不織布層を通して見ることができる。第
２の図形９１は、腰領域にあるバックシート６０内のフィルムの外側表面に印刷されても
よい。あるいは、第２の図形９１は、腰領域にある全外側カバーの内側表面に印刷されて
もよい。いずれの場合も、第２の図形は、１つの不織布層を通して見ることができる。し
たがって、任意の第１の図形と吸収性物品の外側表面との間の不織布層の数は、任意の第
２の図形と物品の外側表面との間の不織布層の数と同じでよく、その結果、全ての図形の
外観が均一になる。
【００４０】
　図４ｆでは、第１の図形９０は、第１のベルト基材の第１及び／又は第２の部分の内側
表面に印刷されてもよい。あるいは、第１の図形９０は、第２のベルト基材の第１の部分
及び第２の部分の不織布層の外側表面に印刷されてもよい。いずれの場合も、第１の図形
は、物品の外側表面を見ることにより分かるように、１つの不織布層を通して見ることが
できる。第２の図形９１は、腰領域にある完全外側カバーの内側表面に印刷されてもよく
、股領域のバックシート６０の外側表面に印刷されてもよい。いずれの場合も、第２の図
形は、１つの不織布層を通して見ることができる。したがって、任意の第１の図形と吸収
性物品の外側表面との間の不織布層の数は、任意の第２の図形と物品の外側表面との間の
不織布層の数と同じでよく、その結果、全ての図形の外観が均一になる。
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【００４１】
　幾つかの実施形態では、第１又は第２のベルト基材に複数の不織布層があってもよい。
例えば、一実施形態では、第１のベルト基材は、２つの不織布層、内側不織布層、及び外
側不織布層を含んでもよい。
【００４２】
　図４ｇに示した実施形態では、吸収性物品２０は、着用者の腰の少なくとも一部分を取
り囲むように意図された前側及び後側ベルト８４、８６を含んでもよく、前側及び後側ベ
ルト８４及び８６は、吸収性物品２０の股領域３０の一部分を形成する中央シャーシ３８
に接続される。前側及び後側ベルト８４、８６は、第１の腰領域の第１の腰縁から股領域
を通って第２の腰領域の第２の腰縁まで延び、吸収性物品の外側表面の一部分を形成する
第１のベルト基材を含む。前側及び後側ベルト８４、８６はまた、第１の腰領域の第１の
腰縁から股領域を通って第２の腰領域の第２の腰縁まで延び、吸収性物品２０の内側表面
２４の一部分を形成する第２のベルト基材８３を含む。特定の実施形態では、第２のベル
ト基材は、横方向に不連続で横方向に離間されてもよい。第１及び第２のベルト基材８２
，８３は、実質的に同じ材料から形成されるか又は異なる材料を含んでもよく、外側カバ
ー層の一部分を形成してもよい。第１及び第２のベルト基材８２，８３は、不織布、フィ
ルム、フォーム、又はこれらの組み合わせから形成されてもよい。前側及び後側ベルト部
分８４、８６はまた、第１のベルト基材８２と第２のベルト基材８３との間に配置される
か、第１及び第２のベルト基材８２，８３の一方又は両方の一部分を形成するエラストマ
材料を含むことができる。エラストマ材料は、弾性ストランド、エラストマフィルム、エ
ラストマリボン、エラストマ不織布、エラストマフィラメント、エラストマ系接着剤、エ
ラストマフォーム、スクリム、又はこれらの組み合わせを含むことができる。エラストマ
材料の一部分は、外側カバー層と直接結合されてもよい。吸収性物品の中央シャーシ３８
は、外側表面２２、バックシート６０、内側表面２４、トップシート５８、及びトップシ
ート５８とバックシート６０との間に配置された吸収性コア６２を含むことができる。特
定の実施形態では、バックシートは、不織布とフィルムの積層物でよく、不織布は、外側
カバー層によって形成される。更に、中央シャーシ３８は、中央シャーシ３８の側縁部又
は隣りに配置された伸縮性の障壁脚カフ６４を含むことができる。前側及び後側ベルト８
４、８６は、中央シャーシ３８の少なくとも一部分と重なり、中央シャーシ３８の外側表
面に配置されてもよい。第２のベルト基材の一部分及び／又は第１のベルト基材の一部分
は、外側カバー層に直接取り付けられてもよい。前側及び後側ベルト８４、８６は、第１
の腰領域２６内の第１の腰縁１３４から股領域を通って第２の腰領域２８内の第２の腰縁
１３８まで延在し、吸収性物品２０の外側表面の一部分を形成する第１のベルト基材から
形成されてもよい。前側及び後側ベルト８４、８６はまた、第１の腰領域２６内の第１の
腰縁１３４から股領域を通って第２の腰領域２８内の第２の腰縁１３８まで延在し、吸収
性物品２０の内側表面の一部分を形成する第２のベルト基材を含んでもよい。
【００４３】
　一般に、第１のベルト基材は、第２のベルト基材８３より外側に配置されてもよい。第
１のベルト基材と第２のベルト基材はそれぞれ、少なくとも１つの不織布層を有すること
ができ、各不織布層は、外側表面と内側表面とを有し、外側表面は、吸収性物品の外側表
面に向けて配置され、内側表面は、吸収性物品の内側表面に向けて配置される。完全外側
カバーは、外側表面と内側表面とを有することができる。
【００４４】
　図４ｇでは、第１の図形９０は、第１の腰領域及び第２の腰領域にある第１のベルト基
材の不織布層の内側表面に印刷されてもよい。あるいは、第１の図形９０は、第１の腰領
域及び第２の腰領域にある第２のベルト基材の不織布層の外側表面に印刷されてもよい。
いずれの場合も、物品の外側表面を見ることにより分かるように、１つの不織布層を通し
て第１の図形を見ることができる。第２の図形９１は、腰領域にある第１のベルト基材の
不織布層の内側表面に印刷されてもよい。あるいは、第２の図形は、腰領域にある第２の
ベルト基材の不織布層の外側表面に印刷されてもよい。いずれの場合も、第２の図形もま
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た１つの不織布層を通して見ることができる。したがって、任意の第１の図形と吸収性物
品の外側表面との間の不織布層の数は、任意の第２の図形と物品の外側表面との間の不織
布層の数と同じでよく、その結果、全ての図形の外観が均一になる。
【００４５】
　幾つかの実施形態では、第１又は第２のベルト基材内に複数の不織布層があってもよい
。例えば、一実施形態では、第１のベルト基材は、２つの不織布層、内側不織布層、及び
外側不織布層を含んでもよい。
【００４６】
　中央シャーシ３８の一部又は全体を、中央シャーシ３８が作られる材料（例えば、バッ
クシート６０）本来の延伸性を超える程度まで延伸可能としてもよい。中央シャーシ３８
が、着用者によって動かされる際に着用者の身体に適合しかつ／又は十分な身体カバレッ
ジを提供するために、追加の伸縮性が望ましいことがある。例えば、伸張延伸前に特定の
大きさを有する中央シャーシ３８を含む吸収性物品のユーザーが、中央シャーシ３８の前
側腰領域２６、後側腰領域３８又は両方の腰領域を拡張して、異なる寸法の着用者のため
の追加の体適用範囲を提供することができるように、即ち、物品を個々の着用者にぴった
り合わせることができるように、更なる延伸性が望ましい場合もある。腰領域（１乃至複
数）のこのような延伸は、股領域が腰領域（１乃至複数）より相対的に少ない程度に延伸
される限り、中央シャーシ３８に略砂時計形状を与えることができ、またそれが着用され
たときに、ぴったり合った外観を物品に付与することができる。加えて、物品のコストを
最小限に抑えるために、追加の延伸性が望ましいことがある。例えば、このような延伸性
を有しない比較的小さな物品を作製することしかできない量の材料を用いて、非延伸状態
の小さな物品が適合するよりも大きな着用者を適切に被覆するように延伸させることがで
きる物品を作製することができる。
【００４７】
　中央シャーシ３８の一部分、例えば腰領域２６，２８の一方又は両方内のシャーシの部
分が、股領域の中央シャーシ３８の別の部分の最大延伸量より大きい最大延伸量まで横方
向に延伸可能にされてもよく、その結果、該部分のそれぞれがその最大延伸量まで横方向
に延伸して、中央シャーシ３８が砂時計形状になる。一実施形態では、前側及び後側拡張
ベルトの一方又は両方の下側及び／又は直接隣接する中央シャーシ３８の部分が、中央シ
ャーシ３８の別の部分（例えば、股領域）の最大延伸量より大きい最大延伸量まで横方向
に延伸可能にされてもよく、その結果、該部分のそれぞれの、その最大延伸量までの横方
向への延伸は、腰領域を伸張させて着用者の臀部にフィットするのを可能にし、更に、着
用者が開口部に脚をより効率的に入れることができるように、脚開口部を開きかつ配向さ
せることによって、吸収性物品の着用者の身体への適用を容易にする。
【００４８】
　中央シャーシ３８の更なる横方向延伸性は、多様な方法で提供してよい。例えば、シャ
ーシ３８が作製される材料に、多くの既知の方法のいずれかによりひだを付けてもよい。
あるいは、中央シャーシ３８の全部又は一部を、米国特許第５，５１８，８０１号明細書
（Ｃｈａｐｐｅｌｌらの名義で１９９６年５月２１日発行）に記載されたもののような、
形成ウェブ材料又はウェブ材料の形成積層体で作製してよい。この形成ウェブ材料は、略
縦方向に配向される交互の隆起部及び谷部のパターンを形成するために、原材料がエンボ
ス加工又は別の変形方法によって変質されている、横方向に延在する別個の領域を含み、
更に、これら横方向に延在する変質領域の間に、横方向に延在する非変質領域を含む。形
成されたウェブ材料は隆起部及び谷部が、その点を超えて延伸するのに必要とされるより
も実質的に小さな力で平らになる点まで、隆起部に垂直な方向に延伸することができる。
横方向の延伸性に加え、上記の形成積層体ウェブの作製は、改善された質感、並びに布様
の外観及び感触を有する中央シャーシ３８を提供する。変形は、フィルムに布様のパター
ンを作り、多層フィルムの不織布及び積層バックシートの不織布のかさばりを増加させる
。
【００４９】
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　あるいは、吸収性物品の一部分は、米国特許第５，３６６，７８２号（１９９４年１１
月２２日付けでＣｕｒｒｏらに発行）に記載されているように、リングロール加工され、
よって高度に延伸性にされ得る。具体的には、リングロール装置は、噛み合う歯を有する
対向するロールを有し、該ロールは、吸収性物品（又は、その一部分）を形成する材料を
徐々に伸張して塑性的に変形させ、それにより、リングロール領域内で物品が伸張可能に
なる。一実施形態では、吸収性物品は、前側又は後腰領域の少なくとも一方の一部分、例
えば、前側及び後側ベルト８４、８６の一方又は両方の下側及び／又は隣接した中央シャ
ーシの３８の部分でリングロールされてもよく、他の領域は、構造化された弾性状に形成
されたウェブ材料を含んでもよい。物品は、腰領域の一方又は両方において幅全体にわた
ってリングロール加工されてもよく、あるいは、中央シャーシ３８の幅の一部分のみにわ
たってリングロール加工にされてもよい。
【００５０】
　中央シャーシ３８の前側横中央部分と後側横中央部分は、中央シャーシ３８の他の部分
と異なる範囲の延伸量を有することができる。追加又は代替として、横中央部分は、所定
レベルの逆向きの引張力を受けたときに伸張できる程度がより大きくても小さくてもよく
、即ち、中央シャーシ３８の他の部分より延伸し易くてもよく、又は延伸しにくくてもよ
い。
【００５１】
　中央シャーシ３８は、液体透過性トップシート５８、液体不透過性バックシート６０、
及びそれらの間の吸収性コア６２を含むことができる。中央シャーシ３８は、縦方向側縁
部４８に沿って配置される障壁脚カフ６４を追加的に備えてもよい。障壁脚カフ６４は、
股部領域３０内の液体及び他の身体滲出液の、改善された収容性を提供する。図５に示さ
れた障壁脚カフ６４は、折り畳まれて２つの層を有する障壁脚カフを形成することができ
る単一材料層を含む。障壁脚カフ６４は、縦方向側縁部４８又はそれに隣接した中央シャ
ーシの側面から縦中心線Ｌ１に向かって延在する。障壁脚カフは、折り畳み線６６に沿っ
て縦方向側縁部４８の方に後ろに折り畳まれてもよい。障壁脚カフ６４は、近位部分６８
に隣接する第１の障壁カフ伸縮性材料７２と、障壁脚カフ６４の遠位部分７０に隣接する
第２の障壁カフ伸縮性材料７３とを有し得る。障壁脚カフ６４の遠位部分７０は、縦方向
側縁部４８に隣接するバックシート６０に接合されてもよい。障壁脚カフ６４の折り畳み
線６６に沿った部分及び近位部分６８は、股部パネル３０内の中央シャーシ３８のどの部
分にも接着されないで、障壁脚カフ６４は着用者の身体に向かって直立するようになって
いてもよい。障壁脚カフ６４の横端７４は、接着剤、熱結合、圧着などの任意の既知の手
段でよい取り付け手段によって、脚カフの縦方向反対側の端又はその隣りでトップシート
５８に接合されてもよい。
【００５２】
　液体透過性トップシート５８は、吸収性コア６２の身体に面する面に隣接して位置付け
られてよく、当該技術分野において既知である任意の取り付け手段によって、吸収性コア
６２の身体に面する面及び／又はバックシート６０に接合されてもよい。液体不透過性バ
ックシート６０は概して、吸収性コア６２の衣類に面する面に隣接して位置付けられる吸
収性物品２０の部分であり、吸収性コア６２内に吸収され収容された滲出液が、吸収性物
品２０に接触し得る物品を汚すのを防ぐ。吸収性コアは、トップシート５８とバックシー
ト６０との間に位置付けられ、尿及び他の特定の身体滲出液といった液体を吸収し、保持
する。
【００５３】
　トップシート５８、バックシート６０、及び吸収性コアは、任意の既知の材料によって
製造されてよい。好適なトップシート材料としては、多孔質発泡体、網状発泡体、有孔プ
ラスチックフィルム、又は天然繊維（例えば、木材繊維若しくは綿繊維）、合成繊維（例
えば、ポリエステル繊維若しくはポリプロピレン繊維）、又は天然繊維と合成繊維との組
み合わせによる織布ウェブ又は不織布ウェブを挙げることができる。適切なバックシート
材としては、蒸気をおむつから逃がすが、滲出物がバックシートを通過することは防ぐ通
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気性材料を挙げることができる。適切なバックシート材料としては、フィルム、微孔質通
気性フィルム、モノリシック通気性フィルム、不織布、又はこれらの組み合わせを挙げる
ことができる。
【００５４】
　吸収性物品２０で使用するのに適した吸収性コアは、一般に圧縮性であって、適合性が
あり、着用者の皮膚に対して非刺激性であり、尿などの液体及び他のある種の身体排泄物
を吸収して保持することができる、任意の吸収性材料を含んでもよい。更に、吸収性コア
の構成及び構造はまた、様々であり得る（例えば、吸収性コア又は他の吸収性構造体は、
様々なキャリパーの区域、親水性の勾配、超吸収性の勾配、又はより低い平均密度及びよ
り低い平均坪量の獲得区域を有してよく、又は１以上の層若しくは構造体を含んでよい）
。幾つかの実施形態では、吸収性コアは、流体吸収構成要素、流体分散構成要素、及び流
体貯蔵構成要素を含むことができる。流体吸収構成要素、流体分散構成要素及び流体貯蔵
構成要素を有する適切な吸収性コアの例は、米国特許第６，５９０，１３６号に述べられ
ている。
【００５５】
　外側カバー層４２は、吸収性物品２０の外側表面２２に配置され、吸収性中央シャーシ
３８の股パネル５６を覆うことができる。外側カバー層４２は、中央シャーシ３８の前側
腰部パネル５２及び後側腰部パネル５４内へと延在し、シャーシ３８の前側腰部パネル５
２及び後側腰部パネル５４を被覆してもよい。外側カバー層は、バックシート及び／又は
中央シャーシの一部分を構成してもよい。外側カバー層４２は、中央シャーシ３８の液体
不透過性バックシート６０の一部分又は全てに直接接合されて覆ってもよい。前側及び後
側ベルト８４、８６の中央パネル８０は、外側カバー層４２を通して、中央シャーシ３８
の前側腰部パネル５２及び後側腰部パネル５４に接合され得る。外側カバー層４２は、前
側及び後側ベルト８４、８６と中央シャーシ３８の液体不透過性バックシート６０との間
に配置されてもよい。図２及び図４ｃに示された一実施形態では、外側カバー層４２は液
体不透過性バックシート６０と同一の広がりをもつ。脚部伸縮性材料１４０は、中央シャ
ーシ３８の縦方向側縁部４８に沿って概ね縦方向に延在するように配置される。脚部伸縮
性材料１４０は、少なくとも吸収性物品２０の股部領域３０内に配置されてもよく、又は
縦方向側縁部４８の全体に沿って配置されてもよい。
【００５６】
　外側カバー層４２は、ベルト４０を構成する中間層８３と外側層８２の材料と別の材料
を含むことができる。外側カバー層４２は、１つ以上の材料層を含むことができる。外側
カバー層４２は任意の既知の材料を含んでよく、また上で説明した前側及び後側ベルト８
４、８６に用いられる材料を含んでよい。外側カバー層４２は、合成繊維からなる不織布
ウェブの単層を含んでもよい。外側カバー層４２は、疎水性かつ非伸縮性の不織布材の単
層を含んでもよい。外側カバー層は、フィルム、フォーム、不織布、織物材料などを含む
繊維ウェブ及び／又はフィルムと不織布の積層物などのそれらの組み合わせを含むことが
できる。繊維状材料を、動物繊維、植物繊維、鉱物繊維、人工の繊維などから作ることが
できる。繊維状材料としては、短繊維、長繊維、連続繊維、種々の長さ若しくは断面形状
の繊維、又はこれらのいずれかの組み合わせを挙げることができる。場合によっては、繊
維性材料は、別の材料を含むことができ、別の材料に接合されることもでき、又は別の材
料に組み込まれることもできる。繊維状材料は、多くの形態（例えば、布地、織物、及び
複合物）を取ることができる。布地の例としては、繊維状織物（織られたか又は編まれた
布地）、フェルト、不織布、紙などが挙げられる。繊維複合材の例には、２～３例を挙げ
ると、高分子繊維、炭素繊維、ガラス繊維及び金属繊維との複合材料が挙げられる。本開
示の全体を通して、不織布材を用いて種々の実施形態を説明及び例示する。しかし、本開
示の実施形態は不織布材料に限定されず、当業者に理解されるように、上述のような広く
多様な繊維性材料に同様に適用されてもよいものと企図される。
【００５７】
　例えば、本開示の方法は、繊維不織布材料の実在的モデルを作製するために使用され得
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る。用語「不織布材料」は、不均一、不規則、又はランダムな方式でインターレイされた
繊維（フィラメントとも呼ばれる）のシート状構造（例えば、ウェブ）を指す。不織布材
料は、単層構造でも多層構造でもよい。また、不織布材料をフィルムのような別の材料と
接合して積層体を形成することも可能である。
【００５８】
　不織布材料は、様々な天然及び／又は合成材料から作製することができる。代表的な天
然材料としては、木綿、ジュート、パルプなどのようなセルロース繊維が挙げられ、かつ
レーヨン又はビスコースのような再加工されたセルロース繊維もまた含まれ得る。不織布
材料の天然繊維は、例えば、カーディングなどの様々な方法を用いて作製することができ
る。代表的な合成材料としては、限定されるものではないが、繊維を形成することが知ら
れている合成熱可塑性ポリマーが挙げられ、該合成熱可塑性ポリマーとしては、限定され
るものではないが、例えば、ポリオレフィン（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、
ポリブチレンなど）；ポリアミド（例えば、ナイロン６、ナイロン６／６、ナイロン１０
、ナイロン１２など）；ポリエステル（例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチ
レンテレフタレート、ポリ乳酸など）；ポリカーボネート；ポリスチレン；熱可塑性エラ
ストマ；ビニルポリマー；ポリウレタン；並びにこれらのブレンド及びコポリマーが挙げ
られる。
【００５９】
　ベルト４０は、前側ベルト８４と後側ベルト８６（以下では、「前側及び後側ベルト」
８４、８６と呼ぶことがある）を含み、前側ベルト８４と後側ベルト８６を継ぎ目３２で
永久に又は再取り付け可能に接続することによってリング状構成を有する。
【００６０】
　ベルト４０は、リング状でかつ弾性であってもよい。リング様伸縮性ベルト４０は、吸
収性物品２０の腰開口部３６の少なくとも一部分の周囲に横方向に延在し、適合力を動的
に形成し、着用中に動的に生成される力を分配するように働く。出願人らは、エラストマ
材料の互い対する距離、間隔及び／又は事前張力、及び身体の開口部に対する距離、間隔
及び／又は事前張力の一方又は両方を制御することによって、改善されたフィットを作り
出すことができることを発見した。これは、所望の特性を示すベルト４０全体にわたって
様々な材料を選択することによって行われてもよい。様々な材料が、フィット力を動的に
作り出す働きをするベルト４０を作製するために、特定の距離で組み合わされる。この改
善されたフィットは、腰開口部のまわりの垂れ下がり及び／又は隙間が減少につながる。
【００６１】
　前側及び後側ベルト８４、８６は、任意の既知の材料を含んでもよい。前側及び後側ベ
ルト８４、８６に適切な材料は、プラスチックフィルム、孔あきプラスチックフィルム、
天然材料（例えば、木材繊維若しくは木綿繊維）、合成繊維（例えば、ポリオレフィン類
、ポリアミド類、ポリエステル、ポリエチレン、若しくはポリプロピレンの繊維）、若し
くは天然繊維及び／若しくは合成繊維の組み合わせの織布ウェブ若しくは不織布ウェブ、
又はコーティングされた織布ウェブ若しくは不織布ウェブなど、広範囲にわたる材料から
製造することができる。ベルトは、合成繊維の不織布ウェブを含んでもよい。ベルトは、
伸縮自在の不織布を含むことができる。ベルトは、内側疎水性で非伸縮自在の不織布材料
と、外側疎水性で非伸縮自在の不織布材料とを含むことができる。
【００６２】
　ベルト４０は、前側ベルト８４内に位置する第１の弾性部分１０２と第２の弾性部分１
０４とを含むことができる。ベルト４０は、後側ベルト８６内に位置する第３の弾性部分
１０６と第４の弾性部分１０８とを含むことができる。第１の弾性部分１０２及び第４の
弾性部分１０８は、腰開口部３６に隣接している。第２の弾性部分１０４及び第３の弾性
部分１０６は、脚開口部３４に隣接している。第１の弾性部分１０２は、前側ベルト８４
の縦方向の２０パーセント～８０パーセント、即ち２５パーセント、４０パーセント、５
０パーセント、６０パーセント、７０パーセントを構成してもよい。第２の弾性部分１０
４は、前側ベルト８４の縦方向の２０パーセント～８０パーセント、即ち３０パーセント
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、４０パーセント、５０パーセント、６０パーセント又は７０パーセントを構成してもよ
いい。第３の弾性部分１０６は、後側ベルト８６の縦方向の２０パーセント～８０パーセ
ント、即ち２５パーセント、４０パーセント、５０パーセント、６０パーセント、７０パ
ーセントを構成してもよい。第４の弾性部分１０８は、後側ベルト８６の縦方向の２０パ
ーセント～８０パーセント、即ち２５パーセント、４０パーセント、５０パーセント、６
０パーセント、７０パーセントを構成してもよい。
【００６３】
　ベルト４０は、第１の弾性部分１０２と第２の弾性部分１０４との間に前方境界部を有
することができ、この前方境界部は、吸収性コアの前縁部から５ｍｍ、１０ｍｍ、２０ｍ
ｍ、３０ｍｍ、４０ｍｍ、５０ｍｍ以内に位置してもよい。ベルト４０は、第３の弾性部
分１０６と第４の弾性部分１０８との間に後方境界部を含むことができ、この後方境界部
は、吸収性コアの後縁部から５ｍｍ、１０ｍｍ、２０ｍｍ、３０ｍｍ、４０ｍｍ、５０ｍ
ｍ以内に位置してもよい。
【００６４】
　ベルト４０は、前側ベルト８４内にある第１のフォースゾーン１１０、第２のフォース
ゾーン１１２、第３のフォースゾーン１１４、第４の力フォースゾーン１１６、第５のフ
ォースゾーン１１８、及び第６のフォースゾーン１２０を含むことができる。第１のフォ
ースゾーン１１０、第２のフォースゾーン１１２及び第３のフォースゾーン１１４は、第
１の弾性部分１０２内にあってもよい。第４のフォースゾーン１１６、第５のフォースゾ
ーン１１８及び第６のフォースゾーン１２０は、第２の弾性部分１０４内にあってもよい
。第１のフォースゾーン１１０、第２のフォースゾーン１１２、第３のフォースゾーン１
１４、第４のフォースゾーン１１６、第５のフォースゾーン１１８及び第６のフォースゾ
ーン１２０は、０～１０Ｎ／ゾーンの横方向力を含むことができる。ゾーン内の力は、ベ
ルト４０の中心と、縦方向に延在する左側及び右側縁部４８との間で変化してもよい。
【００６５】
　第１のフォースゾーン１１０は、腰開口部３６に隣接して配置される。第６のフォース
ゾーン１２０は、脚開口部３４に隣接して配置される。第１のフォースゾーン１１０、第
２のフォースゾーン１１２、及び第３のフォースゾーン１１４の少なくとも一部分は、前
側ベルト幅の、縦軸に沿って腰開口部に向かって上側３分の２以内に配置される。第４の
フォースゾーン１１６、第５のフォースゾーン１１８及び第６のフォースゾーン１２０の
少なくとも一部分は、前側ベルト幅の、脚開口部３４に向かって下側３分の２以内に配置
される。
【００６６】
　ベルト４０は、後側ベルト８６内にある第７のフォースゾーン１２２、第８のフォース
ゾーン１２４、第９のフォースゾーン１２６、第１０のフォースゾーン１２８、第１１の
フォースゾーン１３０、及び第１２のフォースゾーン１３２を含むことができる。第７の
フォースゾーン１２２、第８のフォースゾーン１２４及び第９のフォースゾーン１２６は
、第３の弾性部分１０６内にあってもよい。第１０のフォースゾーン１２８、第１１のフ
ォースゾーン１３０及び第１２のフォースゾーン１３２は、第４の弾性部分１０８内にあ
ってもよい。第７のフォースゾーン１２２、第８のフォースゾーン１２４、第９のフォー
スゾーン１２６、第１０のフォースゾーン１２８、第１１のフォースゾーン１３０及び第
１２のフォースゾーン１３２は、０～１０Ｎ／ゾーンの横方向力を含むことができる。第
７のフォースゾーン１２２は、脚開口部３４に隣接する。第１２のフォースゾーン１３２
は、腰開口部３６に隣接する。第７のフォースゾーン１２２、第８のフォースゾーン１２
４、及び第９のフォースゾーン１２６の少なくとも一部分は、後側ベルト幅の、脚開口部
３４に向かって下側３分の２以内に配置される。フォースゾーンは、前側及び後側ベルト
８４、８６の縦軸に沿ってベルト全体にわたって等しく離間されてもよい。フォースゾー
ンは、前側及び後側ベルト８４、８６の縦軸に沿ってベルト全体にわたって不均等に離間
されてもよい。フォースゾーンは、異なる幅と長さを有することができる。フォースゾー
ンは、連続的であってもよく、又は、例えば、中央シャーシ３８及び／又は吸収性コアに
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よって中断される場合には、不連続であってもよい。
【００６７】
　本明細書に開示された実施形態の多くは、物品の構造物に図形を入れるという点から図
形について述べている。本発明の意図は、第１の図形と外側表面との間及び第２の図と外
側表面との間に等しい不透明度を有する層を有し、その結果、第１の図形と第２の図形の
見かけが均一で、更に等しい光沢、色及びウェブ均一性になるような構造を作製すること
であることを理解されたい。これは、第１及び第２の図形を覆う等しい数の不織布層を選
択するか、合計層の等しい総秤量を選択するか、より大きい径の繊維からなるより高い秤
量を有する不織布やより小さい径の繊維からなるより低い秤量を有する不織布などの様々
な不織布を選択するか、当業者が既知の類似の得られる光学特性を提供するような他の不
織布材料を選択することによって行われうる。
【００６８】
　あるいは、ＣＭＣカラースケール（ＣＩＥ　ＬＡＢカラースケールの修正版）及び／又
は光学濃度測定値などのパラメータを使用して、均一図形を有する物品を表すことができ
る。幾つかの実施形態では、第１の図形が、前側エラストマベルトの１つ以上の層に印刷
されてもよく、第２の図形が、中央シャーシの１つ以上の層に印刷されてもよく、ＣＭＣ
によって決定される第１の図形と第２の図形との色差ΔＥ１は、約５．０未満であっても
よく、第１の図形と第２の図形との間の光学濃度の差は、約０．３未満であってもよい。
幾つかの実施形態では、第１の図形は、前側エラストマベルトの目に見える表面に印刷さ
れてもよく、前側エラストマベルトの層の外側表面に印刷されてもよく、前側エラストマ
ベルトの層の内側表面に印刷されてもよく、第１のベルト基材の内側表面に印刷されても
よく、又は第２のベルト基材の外側表面に印刷されてもよい。他の実施形態では、前側エ
ラストマベルトの外側層は、不織布でよい。幾つかの実施形態では、第２の図形は、中央
シャーシの層の内側表面に印刷されてもよい。他の実施形態では、第１のベルト基材は、
少なくとも１つの不織布層を含み、第２のベルト基材は、少なくとも１つの不織布層を含
み、弾性要素は、第１のベルト基材及び第２のベルト基材の不織布層の間に配置されても
よい。更に別の実施形態では、第３の図形は、後側エラストマベルトの１つ以上の層に印
刷されてもよく、ＣＭＣカラースケールによって決定される第３の図形と第２の図形との
色差ΔＥ２は、約５．０未満でよく、第３の図形と第２の図形との間の光学濃度の差は、
約０．３未満でよい。幾つかの実施形態では、ＣＭＣによって決定される任意の２つの図
形の間の色差は、約５．０未満、約４．０未満、約３．０未満、約２．５未満、又は約２
．０未満でよく、任意の２つの図形の間の光学濃度の差は、約０．３未満、約０．２５未
満、又は約０．２未満でよい。
【００６９】
　幾つかの実施形態では、第１の図形は、第１の強度（例えば、ＣＭＣカラースケール又
は光学濃度によって測定される場合）を有することができ、第２の図形は、第１の強度と
異なる第２の強度を有することができ、第１及び第２の図形は、異なる不透明度を有する
材料で覆われ、その結果、物品の各図形から外側表面までの不透明度の差が、印刷強度の
差を打ち消し、均一の図形の見掛けが提供される。即ち、幾つかの実施形態では、２つの
図形が、必ずしも同じ色又は密度を有する必要がなく、吸収性物品の外側表面から見たと
きでも、図形は均一に見えることがある。
【００７０】
　得られた吸収性物品は、複数の目に見える吸収性物品構成要素上に配置されるかそれら
の構成要素をまたぐが、均一のを作り出す図形を含む。
【００７１】
　試験方法
　色：
　色差タスクには、従来、Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間が使用されてきた。色差は、デルタＥとし
て表され、基準座標と試料座標との間のユークリッド距離（三次元の最短線）に基づく値
である（注：用語「デルタ」は、そのギリシャ記号のΔ（小さい三角形）として表される
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ことが多い）。Ｌ＊ａ＊ｂ＊空間に関して、この差は、デルタＥ＊
ａｂと呼ばれる。

【００７２】
　この色差式が最もよく使用されるものであるが、計算された色差が、比較される色の可
能な全ての組の知覚色差と厳密に対応しないことが分かった。この色差をより均一にする
努力によって、最初に、ＣＩＥ９４及びＣＭＣ色差式が得られた。別の色差式は、Ｄｅｌ
ｔａＥ２０００（ＣＩＥＤＥ２０００）である。これらの３つの色差式ＣＩＥ９４、ＣＭ
Ｃ及びＣＩＥＤＥ２００００は全て、Ｌ＊ａ＊ｂ＊データに基づく（これら式はデータに
補正係数及び重み係数を加える）。これらの全てにおいて、目標は、１の色差ΔＥが、２
つのパッチを比較する人の５０％がほとんど気づかない差と一致することである。
【００７３】
　デルタＬ＊、デルタＣ＊、デルタＨ＊及びデルタｈ＊として表される他の数は、試料と
標準と間の明度（Ｌ＊、知覚輝度）、彩度（Ｃ＊、彩度を示す）、色相（Ｈ＊）、及び色
相角（ｈ＊、０～３６０度の角度で表された色相）の差に対応する。更にもう１つの基準
は、光学濃度の差のデルタＤ＊である。
【００７４】
　ＣＭＣ試験方法は、ＡＡＴＣＣ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　１７３、「ＣＭＣ：Ｃａｌ
ｃｕｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｌｏｒ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｓ　ｆｏｒ　
Ａｃｃｅｐｔａｂｉｌｉｔｙ」に記載されている。ＣＭＣ法を用いて計算された色差は、
他の機器システムを使用して計算された色差より視覚評価とよく関連すると考えられる。
ＣＭＣ法は、明度（ｌ）と彩度（ｃ）の２つのパラメータを有する。ＣＭＣ式は、ＳＬ、
ＳＣ及びＳＨの半軸長を有する楕円空間に基づく。ＣＭＣ比率ｌ：ｃは、楕円体の形状に
影響を及ぼす。人間は、明度の変化よりも彩度のわずかな変化を知覚するので、通常、ｃ
（彩度）はｌ（明度）より小さい。比率ｌ：ｃは、典型的には、ほとんどの用途で２：１
に設定される。ｈ（色相）値が、この比率に追加されることがあるが、ｈは常に１であり
、したがって、これは含まれない。ＳＬ、ＳＣ及びＳＨは、ＣＩＥＬＣｈ値に基づいて計
算される。これらの値は、楕円体の基本寸法及び形状を設定するために使用される。ＳＬ
がｌと掛けられ、ＳＣがｃと掛けられて形状が設定される。楕円体のサイズを変更するた
めに、コマーシャルファクタが設定されてもよい。
【００７５】
　ΔＥｃｍｃは、この系の全色差値である。この数は、試料と標準との間の差の単数イン
ジケータとして有用である。計算方法により、ΔＥｃｍｃ値は、標準の色に関係なく色一
致の許容性の評価を可能にする（例えば、０．５のΔＥｃｍｃを有する２つの赤は、０．
５のΔＥｃｍｃを有する２つの青と同じ量の視覚的色差を有する）。その結果、単一ΔＥ

ｃｍｃ制限値は、生成された全ての図形の色整合の評価に使用されるように設定されても
よい。
【００７６】
　更に、光学濃度測定法は、印刷プロセスのインク転写を確認し制御するために最もよく
使用される方法である。濃度計測法は、特に、シアン、マゼンタ、黄及び黒インクを使用
する４色プロセス画像を作成するときに適切である。トーンスケールにおけるドット領域
の測定は、所定のドット構造を再現するプロセスの機械的能力を確認するように設計され
、したがって、フィルムとプレートドットを制御する事前印刷、並びに印刷プロセスを測
定する印刷室で使用される。密度が、フィルム内で測定されたか、印刷版上で測定された
か、印刷シート上のカラーバーで測定されたかどうかに関係なく、結果は常に単一値であ
る。この値は、試料に当たる光と、試料から反射された光との関係に対応する。いかなる
場合でも、密度は、光分割を灰色値として測定する。実際の色調は、濃度計測法では測定
できない。
【００７７】
　また、密度は、単位のない値である。濃度は、反射された光の割合の関数である。密度
＝ｌｏｇ１０１／Ｒ。ここで、Ｒ＝反射率であり、インクフィルムの厚さは、光学濃度に
ほぼ比例する。印刷機は通常変動し、濃度に対する典型的な厳しい許容誤差は±０．０５
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Ｄであることに留意されたい。
【００７８】
　用語の定義
　ＣＩＥＬＡＢカラー、明度（Ｌ＊）、アンバー（ａ＊）及び青（ｂ＊）条件を含むＣＩ
Ｅ　１９７６規格に基づく三刺激値カラースケール；完全色差は、ＣＩＥ　１９７６　Ｌ
＊ａ＊ｂ＊反対色スケールから計算され、ΔＥ＊として示される。
【００７９】
　ＣＩＥ彩度、同じ明度の灰色からの色の離脱度を示すために使用される色の属性；彩度
差は、ＣＩＥ　１９７６ａ＊ｂ＊反対色スケールを使用して計算され、ΔＣ＊として示さ
れる。
【００８０】
　ＣＩＥ色相、色が赤、オレンジ、黄、緑、青、紫又は中間色であると判断される色知覚
属性；色相差は、ＣＩＥ　１９７６ａ＊ｂ＊反対色スケールを使用して計算され、ΔＨ＊

として示される。
【００８１】
　機器
　反射分光分析計．．．４５°／０°
　推奨．．．ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ　ＳｐｅｃｔｒｏＥｙｅ　Ｓｐｅｃｔｒｏｐｈ
ｏｔｏｍｅｔｅｒ　Ｄｉｖｔｅｃｈ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ　５８４６８
　Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，Ｏｈｉｏ　４５２５８電話：５１３－９４１－０４８３
　電子メール：ＧＷｅｃｋｅｎｂｒｏｃｋ＠Ｄｉｖｔｅｃｈｅｑｕｉｐｍｅｎｔ．ｃｏｍ
　ウェブページ：ｗｗｗ．ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ．ｃｏｍ
　はさみ．．．．．．．．簡便タイプ
　ティッシュ：簡便タイプ。エンボス加工、ローション、紫外線、又は蛍光増白剤なし。
　白色標準厚紙．．．．．．．．．Ｃｈｅｍｉｃａｌ－Ｖｉｖｉｔｅｋ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎより提供される＃ＰＧ２０００：
　１７０１　Ｗｅｓｔｉｎｇｈｏｕｓｅ　Ｂｌｖｄ，Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣ　２８２
７３，ＵＳＡ．電話：（７０４）－５８７－８３８１
【００８２】
　設備
　試料及び機器は、高湿度及び腐食性蒸気のない領域に保管されなければならず、試料は
汚れ又は糸くずによる汚染から保護されなければならない。
【００８３】
　器具の構成
　物理フィルタ：．．．．．．．．．なし
　ホワイトベース：．．．．．．．．Ａｂｓ
　光源：．．．．．．．．．．．．．Ｃ
　観察者視野角：．．．．．．２度
　濃度基準：．．．．ＡＮＳＩＴ
　式：．．．．．．デルタＥ＊（ＣＭＣ）
【００８４】
　注：
　・分光光度計がハンター臨床検査値ではなくＬ＊ａ＊ｂ＊を計算するように設定されて
いることを確認する。
　・試験開始前に分光光度計をメーカーの指示又はＳＯＰにしたがって較正する。
　・推奨器具：ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ　ＳｐｒｅｃｔｒｏＥｙｅ分光光度計／濃度
計。
　・ＧｒｅｔａｇＭａｃｂｅｔｈ　ＳｐｅｃｔｒｏＥｙｅ以外の機器はＬａｂ　Ｃｏ－ｏ
ｐによって検証されなければならない。
【００８５】
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　試験手順
　１．分析の試料領域を選択する。
　２．ＰＧ２０００ホワイトスタンダードの上に試料の仕様に定義されたように１層又は
複数層を慎重に置く。
【００８６】
　厚紙。試料が試料領域の中心になるように分光光度計測定孔を位置決めする。注：誤っ
た測定を防ぐため、有色試料領域は試料測定孔より大きくなければならない。
　３．Ｌ＊ａ＊ｂ＊又は濃度値を読み出し記録する。
【００８７】
　試料色Ｌ＊

２ａ＊
２ｂ＊

２と参照色Ｌ１ａ１ｂ１との色差（即ちΔＥ）は、次の通りで
ある。
【００８８】
【数１】

【００８９】
　報告
　１．Ｌ＊ａ＊ｂ＊値が、四捨五入して０．１単位のΔＣ＊、ΔＥ＊及びΔＨ＊（ＣＭＣ
）で報告される。
　２．密度：ΔＣ＊、ΔＥ＊及びΔＨ＊値は、四捨五入して０．０１単位で報告される。
【００９０】
　不透明度
　目的
　不透明度は、材料の、背景を目立たなくする能力の尺度である。不透明度の測定値は、
材料の厚さ及び着色度（例えば、％　ＴｉＯ２）に対して敏感である。通常、不透明度の
値は、黒い背景（ＲＢ）で得られる材料の反射率を、白い背景（ＷＢ）で得られる同じ材
料の反射率で割ることによって求められる。これは、「コントラスト比（ＣＲ／）法」と
呼ばれる。
【００９１】
　即ち：
　％不透明度＝ＣＲ×１００＝Ｒｂ×１００ＲＷ
【００９２】
　ハンター比色計がＸ，Ｙ，Ｚカラースケールに設定された場合、不透明度は、次のよう
に定義され得る。
　％不透明度＝黒色プレート上のＹ示度×白色プレート上の１００Ｙ示度
【００９３】
　装置
　反射率
　Ｈｕｎｔｅｒ　Ｌａｂｓｃａｎ　ＸＥ、Ｈｕｎｔｅｒ　Ｄ２５ＤＰ９０００、又は同等
の分光光度計４５°／０°Ｈｕｎｔｅｒ　Ｌａｂ
　本社，１１４９１　Ｓｕｎｓｅｔ　Ｈｉｌｌｓ　Ｒｏａｄ，ＲｅｓｔｏｎＶＡ　２０１
９０－５２８０電話：７０３－４７１－６８７０ファックス：７０３－４７１－４２３７
　ｈｔｔｐ：／／ｈｕｎｔｅｒｌａｂ．ｃｏｍ／
【００９４】
　標準板
　比色計メーカーから入手できる白と黒からなる１組の２枚のプレート。
【００９５】
　薄織物
　標準プレートを洗浄するためのパフなどのエンボスやローションのない柔かい吸収性薄
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織物
【００９６】
　カッター
　任意の簡便タイプ
　設備
　空調した部屋
　通常の実験室温度及び湿度範囲が試料色に及ぼす影響はごく僅かであり、したがって、
不透明度を決定する前に試料の調整は不要である。試料及び機器は高湿度及び腐食性蒸気
のない領域に保管されなければならないが、試料は、汚れ又は糸くずによる汚染から保護
されなければならない。
【００９７】
　試料調製
　一般に、分析のために、１０．１６ｃｍ×１０．１６ｃｍの試料部分が切り取られる。
【００９８】
　装置は５ｍｍ×５ｍｍもの小さい試料を測定できるが、試料自体の不均一さにより大き
い４４ｍｍまでのもっと大きい試料は小さいばらつきで測定できる。ほとんどの試料は、
抜型、水力カッター、例えばアルファカッターなどを使用して容易に切断される。はさみ
又はペーパーカッターを使用できるが、これが他の分析に必要な製品を破壊しないように
注意しなければならない。
【００９９】
　試験には、折り目、しわ、裂け、及び他の明らかな欠損のない試料を選択すること。
【０１００】
　特定の材料に関する指示で逆の事が示さていない限り、変換される製品の外側表面が、
機器試料ポートの真下で試料「スタック」の上面になるように、試料を積み重ね折り畳む
こと。
【０１０１】
　シートの向きがある場合は、試料をＭＤが全ての試料に同一になるようにすること。
【０１０２】
　分析のために試料の一部分を選択する。適切な切断装置を使用して、試験される各試料
から、単一の単層試料（０．１６ｃｍ＊１０．１６ｃｍ、又は少なくとも５ｍｍ×５ｍｍ
であり、かつ縦方向が切断縁に対して垂直及び／又は平行である限りにおいて、利用可能
な製品から実現可能な最大サイズ）を切り取る。
【０１０３】
　設備の準備
　いずれかの試験を開始する前に、製造業者の指示又はＳＯＰに従い、計器とともに供給
された黒色及び白色の基準タイルを使用して、分光光度計を較正する。
【０１０４】
　カラースケールをＸＹＺに設定し、観察装置を１０°に設定し、光源をＤ６５に設定す
る。
【０１０５】
　試験手順
　メーカーの指示にしたがって試料付き白基準プレートを分光光度計に入れる。
【０１０６】
　試料の試験領域を汚さないようにして、白基準プレートの上に試料を置き、試料は、縦
方向が基準プレートを左右に半分に分割する線と平行になるように配置されなければなら
ない。試料は、光源に面した層に配置されなければならない（エンボス加工される場合は
エンボス加工側）。
【０１０７】
　「Ｙ」示度を四捨五入して０．１単位で記録する。
【０１０８】



(25) JP 2015-515920 A 2015.6.4

10

20

30

　白基準プレートの代わりに黒標準プレートを使用して上記のステップ２～４を繰り返す
。
【０１０９】
　計算報告
　％不透明度＝［「Ｙ」（黒プレート）］×１００［「Ｙ」（白プレート）］
　不透明度（％）を四捨五入して０．１単位で報告する。
【０１１０】
　坪量
　この方法は、技術的には、コンペンダイアル法ＡＳＴＭ　Ｄ　７５６、ＩＳＯ　５３６
　＆　ＥＲＴ　４０．３－９０と同一である。
【０１１１】
　光沢
　この方法は、試験が４５度の角度で１０層のフィルム材料に関して行われる点を除き、
ＡＳＴＭ　Ｄ２４５７－９７の方法と同一である。
【０１１２】
　本明細書に開示した寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳しく制限されるものとし
て理解すべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１１３】
　本発明の「発明を実施するための形態」で引用した全ての文献は、関連部分において本
明細書に援用するが、いずれの文献の引用もそうした文献が本発明に対する先行技術であ
ることを容認するものとして解釈されるべきではない。この文書における用語のいずれか
の意味又は定義が、参照することにより組み込まれる文献における用語のいずれかの意味
又は定義と矛盾する範囲については、本文書においてその用語に与えられた意味又は定義
が適用されるものとする。
【０１１４】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。
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